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研究成果の概要： 

景観生成の倫理（行為規範）とその理論的根拠に関する本研究においては，景観倫理の基礎
に，安全，環境，地域の活性化などの多様な価値の対立の克服が求められるということ，その
克服のためには，地域空間を「包括的ウェルネス」の概念で捉えること，また，とくに地域共
同管理空間（ローカル・コモンズ）を再生することの必要性を明らかにした。とくに，景観形
成行為では，関係者の「意見の理由」とその「理由の来歴」の把握が必要であるとの認識を得
た。 
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１．研究開始当初の背景 
 日本各地で景観計画の策定が進むなか，景
観生成の倫理（行為規範）とその理論的根拠
の研究が求められていた。本研究は，いわゆ
る環境倫理の枠内に収まらないものとして
の景観倫理の研究であり，まちづくり，河川
整備，道路整備など，社会基盤整備を進める
事業主体および関係住民・一般市民がどのよ
うな規範意識をもって事業にかかわるべき
かを問うことを課題とした。 
 

２．研究の目的 
景観をめぐる対立・紛争が利害関係者のモ

ラルの問題として議論されるようになって
いることから， 

 
（１） 景観を再編しようとする行為の評価

の問題 
（２） 景観の価値に対する立場・意見の対

立・紛争およびその解決・合意形成
の問題 
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の二つの面から考察する。本研究では，この
二つの面を統合的に捉える視点を「景観倫
理」と規定し，その理論的な基礎を研究する
とともに，理論的な基礎に支えられた景観紛
争の解決のための倫理をも提案する。 
 
３．研究の方法 
 本研究は理論的考察とフィールドワーク
による研究とを組み合わせる。理論面では，
環境倫理と社会的合意形成に関する研究成
果を「景観」と「価値構造」というキーワー
ドで統合することを試みる。また，フィール
ドワークでは，農村景観，河川景観，道路景
観など社会基盤整備で課題になっている景
観の問題について，多様な地域の現地視察・
調査と，それらの地域で事業を進める行政担
当者や地域住民との意見交換によって，景観
形成の現場に即した研究成果となることを
目指した。 
 
４．研究成果 
 
①行政単位，すなわち，国土交通省，農林水
産省（本省，林野庁，水産庁），環境省など
の国官庁，都道府県，市町村などの地方自治
体といった行政組織，および地域住民や一般
市民のそれぞれが空間認識の違いをもって
いること，景観形成のモラル構築は，これら
の意見の違いを関係者が相互に認識するこ
とから始めなければならないということが
明らかになった。 
 
②河川の改修事業では，治水，環境，まちの
活性化とともに，景観の保全が大きな課題と
なっており，これらの価値が相互にどう対立
しているか，また，これらの価値をどのよう
にすれば統合することができるかが課題に
なっているということが明らかになった。 
 
③景観形成の行動原理として，「地域社会の
活性度（ウェルネス）」の概念，とくに自然
環境と社会環境の調和を実現する地域社会
の活力としての「包括的ウェルネス」の概念
を得た。また，長野県山ノ内町志賀高原での
市民による自然再生活動，長野県上田市西塩
田地区の舌喰池での住民主体の景観整備事
業などとの意見交換を通して，この概念の重
要性を確認した。 
 
④「包括的ウェルネス」とならんで，特に「ロ
ーカル・コモンズの包括的再生」の概念を得
た。地域社会による伝統的な入会空間の保
全・管理のプロセスには，自然環境の持続可
能性のみならず，地域社会の持続可能性が組
み込まれている。景観形成においては，こう
したローカル・コモンズとしての地域空間を
どう維持し，あるいは，発展させてゆくかと

いう課題が存在する。こうしたローカル・コ
モンズ再生のためには，地域社会を含む多様
な人々の参加と行政との開かれた話し合い
を含む社会的合意形成をプロジェクト・マネ
ジメントの技術によってデザインすること
が有効であることを示した。 
 
④「景観形成にかかわる社会的合意形成」に
関しては，景観整備における意見の対立・紛
争を解決するためには，関係者のもつ意見の
理由の認識とならんで，「意見の理由の来歴」
を明らかにし，これを踏まえた合意形成プロ
セスを構築することの重要性に関する認識
を得た。 
 
⑤農村景観の整備については，伝統的な日本
の農業のもつ意味について，地域の「空間の
履歴」から読み解くことの必要性を明らかに
した（なお，「空間の履歴」の概念について
は，著書『空間の履歴』のなかで概略を示し
た。） 
 
⑥社会的合意形成に関しては，その研究のあ
り方については，普遍性・客観性という，い
わゆる科学的基準で評価することは難しく，
むしろ，理論・技術と経験が融合した現場
性・当事者性のもとでの理解が重要であるこ
とを示した。 
 
⑦景観は，地域の風土性に大きく依存する。
と同時に，景観に対する意識，および空間に
ついて論じる値域の人びとの傾向性そのも
のが風土性に依存している。したがって，景
観に関する対立・紛争とその解決の方法の考
察に当たっても，地域の風土特性を考慮する
必要がある。この点を多様な地域との意見交
換によって明らかにすることができた。 
 
⑧景観形成は，地域に暮らす人々が地域の空
間の意味に気づき，その価値を再確認するこ
とが必要である。この意味で，景観認識のた
めには，空間の価値構造の認識が前提となる。
この空間の価値構造認識を「ふるさと見分
け」として整理し，①空間の構造の把握，②
空間の履歴の掘り起こし，③人びとの関心・
懸念の理解，の３点から構成した。この「ふ
るさと見分け」の方法論は，さまざまな地域
の人びとのとの意見交換のなかで，地域性の
認識に大きく役に立った。 
また，この方法によって，景観にかかわる

人びとの行為の構造とその評価のための枠
組みを得ることができた。さらに，この「ふ
るさとの見分け方」は，福岡県行橋市の沓尾
海岸保全活動の理論的根拠となった。 
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